クレーム報告書

１．クレーム発生先：　〇〇〇〇株式会社
２．クレーム内容：
・５／２０、同社〇〇工場、××社電卓（ＸＸ－ＸＸＸＸ）の組立工程にて発生。

・当社電子デバイス（ＡＰ１６３—Ｅ／製造No.０４４２１）の電極部に導電シートを溶着したところ、所定の強度が得られず、わずかな力で剥がれる。
３．クレーム対応；

・５／２１、技術課〇〇主任とともに同工場、××製造課長を訪問。

・接着強度の不足を確認。導電シートの品質に問題ないことを確認。

・溶着温度を限界値まで上げてもらったが、強度不足解消せず。

・持参した製品（製造No.０４５０８）に替えたところ、定常条件で接着強度ＯＫとなることを確認。No.０４４２１に固有の不良と判断。

・No.０４５０８を５／２２着で３０,０００個、代替納入するよう工場に指示。

・同日、不良サンプル１０個を持ち帰り、電子研に検査を依頼。

４．原因；

・ドーパントガス［注；半導体をつくるための不純ガス］のまわりこみによる電極部汚染と洗浄不足。

（別添、５／２６付電子研「検査報告書」参照）

５．対策；　（不良防止対策およびNo.０４４２１の再生策）

・……………………………………………………

（同上「検査報告書」参照）

以上

